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【【【【序序序序】】】】低密度雲（水素原子の数密度にして約 1～100 個/cm3）では C2，CN，CH，CO，H2，

C3など簡単な分子が検出されている。また、可視から近赤外領域に現れる Diffuse Interstellar 

Bands（DIBs）と呼ばれる未同定線 

が、現在までに 300本以上報告され 

ている(右図)が、その帰属はなされ 

ていない。それらのスペクトル線が  

どのような分子（物質）起源である 

かを解明することは、宇宙における 

物質循環や化学過程を理解する上で 

非常に重要である。ある低密度雲で 

DIBsの全てのスペクトル線が観測さ 

れるのではなく、一般には雲によって 

観測される DIBsは異なっているため、 

できるだけ多くの天体で DIBs を観測し、相関をとり分類する作業が必要である。DIBs の候

補には、炭素鎖分子の電子遷移が提案されてきたが、最近の実験室でのスペクトルと DIBs

との比較によると、ほとんどが否定的な結果に終わっている。本研究では、DIBsの帰属のた

めの 1 ステップとして、低密度雲の広がり、各々の DIBs の強度相関、波長 680nm付近に現

れる DIBs のシリーズに関する知見を得る目的で観測を行った。680nm のシリーズは 6 本の

DIBsがほぼ等間隔の波数(35cm-1
)毎に現れ(下図)1)、CH2X型分子の垂直振電バンドが候補とし

て挙がっている。Xは重い原子、または直鎖状の分子である。2,3)この型の分子ではΔK=±1 

に対応するスペクトル 

が 17-18cm-1毎に現れる 

と予想されるが、オル 

ソ・パラ状態の 3:1 の 

強度交代によって、オ 

ルソ状態のみが観測さ 

れているとして、35cm-1 

間隔のスペクトルが説明 

されている。我々はこの 

説が正しいのかどうかを 

検討すべく観測を行った。 

 

【【【【観測観測観測観測】】】】観測には、国立天文台岡山天体物理観測所 188cm反射鏡クーデ焦点高分散エシェル

分光器 HIDESを用い、ペルセウス座と射手座近傍の 15天体を波長分解能 R=λ/∆λ=50000、波

長領域 650～750nm、800～900nmで各天体 30分～2時間積算を行い、S/N比 100以上のスペ

 

 DIBsスペクトル  波長を nm 単位で示す 

443 

578 

862 



クトルを得た。 

 

【【【【結果結果結果結果】】】】観測で得られた二次元データは、解析ソフト IRAFにより一次元のスペクトルに展開

した。例を図 1に示す。図 2には、ペルセウス座方向の 2天体で観測された DIBsの強度(等

価幅)を示す。この図から、大部分の DIBsの強度に著しい違いはない。しかし、661.3nmおよ

び 669.9nmと 853.0nmおよび 862.1nmに現れる二組の DIBsの強度比は異なっている。この二

組の DIBs に対して、C2、CN、CH、CO 分子との相関を調べた結果、661.3nmと 853.0nmに

ある DIBsは CN、CHと相関があり、一方 669.9nmと 862.1nmにある DIBsは調査した分子と

相関は見られなかった。ペルセウス座の視線方向には、二つの部分的に重なった分子雲の存

在が知られており、このことが今回の DIBs の強度相関を説明する。また波長 680nm 付近の

シリーズの DIBsは、C2分子と相関があることが分かった。 
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図 1 ペルセウス座近傍の HD24131

方向の吸収スペクトル 

地球大気の O2、星間雲の DIB、星

の OⅡはそれぞれ異なる線幅をもっ

て観測されている 

DIB OⅡ O2 

図 2 ペルセウス座近傍のHD24760

と HD24398方向の DIBsの強度 

  


